
〒410-2502　静岡県伊豆市上白岩425-1　TEL：0558-83-1859
【アクセス】車：国道136号修善寺横瀬交差点より伊東方面へ約10分。
電車・バス：伊豆箱根鉄道「修善寺」駅よりバス約10分（伊東方面「白岩」バス停下車）。

～12/20（水）

2023

10/6（金）

（最終入館15：45）

休館日：木曜日
開館時間：9：00～16：00
入館料：大人 210円　小中高生 100円

伊豆市資料館 特別展示室
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※11/1（水）～7（火）は無料
ふじのくに文化財オータムフェア

大見八景のうち「大見川水聲」

ぞ
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国
学
と
は
、『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』

な
ど
の
日
本
の
古
典
を
研
究
し
て
、
儒
教
・
仏
教

が
伝
来
す
る
以
前
の
日
本
固
有
の
思
想
・
精
神
を

求
め
よ
う
と
す
る
学
問
で
す
。

　
今
か
ら
約
1
5
0
年
前
に

明
治
維
新
が

起
こ
り
、
日
本
は
近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
動
乱
の

時
代
、
人
々
は
大
き
な
価
値
観
の
変
容
を
迫
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
学
は

思
想
的
な
拠
り
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
し
た
。
伊
豆
市
に
お
い
て
も
、
地
域
に

残
さ
れ
た
資
料
か
ら
国
学
を
軸
と
し
た
活
動
の
形

跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
今
の
私
達
の
暮
ら
し
や

文
化
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、『
門
田
の
抜
穂
』（
市
指
定
文
化
財
）

『
穂
向
屋
集
』『
増
訂
豆
州
志
稿
』

な
ど
近
年
収
蔵
し
た

新
資
料
を
中
心
に
、

「
大
見
八
景
」
な
ど
普
段
は
非
公
開
の
資
料
を

交
え
て

伊
豆
市
に
お
け
る
国
学
の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

ほ
む
き
の
や
し
ゅ
う

ま

おおみがわすいせい

よ

ど
こ
ろ



伊豆の国学を牽引した竹村茂雄（修善寺地区熊坂出身）を紹介します。

1、伊豆国学の芽吹き

2、花開く伊豆国学

3、国学が蒔いた種

10/6（金）～11/8（水）

＊このミニ展示は、2024/2/1 からジオリアで開催する
　「建築でたどる伊豆文学と伊豆の大地」の一部を先行展示するものです

写真家 田畑みなお氏撮影による旅館の建築写真で、
伊豆市の近代文学を旅します。

建築でたどる伊豆文学と伊豆の大地

竹村茂雄門下生の多彩な活動と、明治維新に

おける伊豆市の国学の動きを紹介します。

国学運動がのこした、現代につながる事績
として、地誌・郷土誌を紹介します。
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江戸時代後期

江戸時代後期～明治時代初頭

明治時代～

ver. 伊豆市

展示協力：田畑みなお Photo Agency

新井旅館（修善寺）

湯本館（天城湯ケ島）

『増訂豆州志稿』全 13巻
秋山章 編纂／萩原正平・正夫 増訂

大見八景のうち「最勝院晩鐘」

和歌短冊「花見にまかりて」竹村茂雄

和歌短冊「冬懐旧」竹村茂雄

『穂向屋集』全 4巻　竹村茂雄 和歌書「春のうた」竹村茂雄

『門田の抜穂』上下　竹村茂枝 跋
伊豆市指定文化財

笏（和歌入り）　鈴木八束

ミニ展示

やつかしゃく

ぞうていずしゅうしこう

ほむきのやしゅう

かどた ぬきほ

まふゆかいきゅう

けんいん


